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　本発表 の 目的は （］）大学生 の 不登校者数

の 推計 し実態 を明 らか にす る こ とで ある。

　大学は 義務教育で はない た め不登 校 とい う

概念 は馴染み に くい とされて きたが 、大学進

学率が 50％ （2009 年）を越 え、大衆教育が

マ ス 化 （トロ ウ）の 段階に入 る と、中学 ・高

校 と同 じ よ うな状況が見 られ るよ うにな っ て

い る。国立大学保健管理施設 協議会 に よ る国

立大学を中心 と し た休学 ・留年 ・退学の 調査

に おい て も、退学率は長期的に増加傾向に あ

り、退学 ・休学の 理由は 「消極的理 由1 に よ

る もの が最 も多い とされて い る。こ の 調査 を

行 っ て い る内田 によれば 「『消極的理 由』に は

い わ ゆる広 義の ス チ ュ
ー

デン ト ・ア パ シ ー状

態 で ひ き こ もる学生 が多い 」
・）と報告 され て

い る 。 不 登校は
一

時 的な もの で あれば、さ ほ

どの 支障に はな らな い か も しれ な い が、それ

で も留年や退 学 とい っ た形 で 学生 の 人生 に人

き なイ ン パ ク トを持 っ
。 ま た、不 登校状態が

休 学に繋が り 、 大 学を退 学す るケ
ー

ス も多い 。

こ の 場 合は 、 退 学後 の 就労で の 困難を抱 える

こ とは想像に難 くな く、退学 後に も引き続 い

て社会不 適応 を示す場 合 もあ る。 こ の よ うな

理 由か ら、大学 の 不 登校は教育上 にお い て も

精神保健上 にお い て も重要 な問題 だと考え ら

れ る。

　 現在 まで の研 究状混 をみ る と、単 の 大学

の 調査に限 られて い る。香川 大学 の 「不登 校」

調 査 2 ＞で は 1．2％〜2、0％、名古屋 大学 の 不 登

校調査 3 ）で は 2．02 ％など の 報 告 され て い る。

　 本研究で は、今まで 単
一

の 大学で しか行わ

れ て こ なか っ た 不登 校 の 推計を行 うとい う こ

とを第 1 の 目標 とし た。

　本調 査 の 対象は、全国 の 大学で、ゼ ミ
・研

究室 ・
ク ラ ス を担 当し て い る教員 で ある。ひ

不 登 校の 実態調査 を行 うには、学生本人 へ の

調査が理想 的で あるが、何 らか の 回避 的な理

由が あり大学に来て い ない 学生やひ きこ も り

状態 の 学生が含まれ てお り、調 査票 の 返 送が

望め な い 可能性が 高い こ と、全国 の 大学生 の

名簿が存在 しない た めサ ン プ リ ン グが技術的

に不 可能で あるため 、学生を対象に せ ずに教

員調査を行 っ た。

　調査で は郵送法に よ る質間紙調査 を用い た。

調査 の 名簿は 「独 立行政法人科学技術振興機

構　研究開発支援総合デ ィ レ ク トリ（ReaD ）」

の 提供に よ る全 国大学教員の リス トで あ る。

こ の 中か ら専任の 職 に ある者 を対象 と し た。

層化抽出に よるサ ン プ リン グを行 っ た。文部

科学省学校基本調査平成 19 年度の 大学学生

数を元 に 、各都道府県 にお ける大学生 数の 比

率を求め、その 比 率に従 っ て 都道府 県別に 教

員数 を割 り当て る形で 教員 を抽 出 し た。名簿

か らサ ン プ リン グ し た 人 学専任 教員は 4037

名で あ る 。 質問項 目は、ゼ ミ ・研究室 で の 担

当学生数 、長期欠席 ・欠席が ち ・休 学中の 学

生 の 有無 、 （有りの 場合には）そ の 人数、欠席

理 由で あ る 。 さ らに、不 登校 ・ひ き こ も り状

態に あ る学生 へ の
一

般的対応 等を聞き 、長期

欠席 を して い る学生 に は別 表 を用 意 して 、欠

席理 由 を詳 細に 聞 き、外出状況、家族 以外 と

の 人 間関係 の 状況 、 家族 同居／独 居 、 高校 時

代 の 不登校 既往な どの 情報を得た 。

　調 査実施期間 は 、 2008 年 11 月 24 目〜12

月 10 日で ある 。 こ の 時 期を選 択 した理 由 は、

夏休 み を越 えた 時点で学生 の 単位 の 認 定 す る
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ため に、教員は学生やそ の 家族 と連絡 を取 る

必 要 に迫 られ 、そ の 際に学生 の 状況 を把握す

る こ とが多 い た めで ある 。 春や夏に調 査をす

る よ りも、前期 の 単位認 定が終 わ っ て、秋 か

ら冬 にか けて調査す る方が実態把握 には適 し

て い る と判断 した 。

　調 査 の 有効 回収率は 26．3％で あっ た。4037

票 の 質問紙 の うち、回収 され た表は 1065 票

（退 職等に よる無効票 59 票 ）。回収票 の うち、

ゼ ミ ・研 究室 を担 当した教員 の も の は 952 票 、

ゼ ミ ・研 究室を担 当して い ない 教員 の もの は

113 票 で あ っ た 。 対 象 とな っ た 大学生 は、1

万 9068 人 （男性 1 万 908人 、女性 8160 人）

で あ り、大学生全体 の O．7％をカ バ ー
して い

る 。 対象とな っ たゼ ミ ・研 究室 ・
ク ラ ス 数は

2637 で あ る 。

　不 登 校 の 定義は 、（1 ）進 学 ・卒業に必 要 な

単位取 得に必 要 な出席数 の 半分以 下 の 出席で

あ る こ と、（2 ）経済的な理 由、精神疾患、教

育上 の 理 由（留 学等）、出産な ど の 理 由は除 く

とい うも の を使用 して い る 。
こ の 定義は 、文

部科学省 の 小 学校 ・中学校 にお け る不 登校 の

定義 を大学の 制度に合わせ て変更 した も の で

あ る 。

　不登校状態に ある大学生数を推定は表 1 に

ま とめた 。 不登 校率は 2．68％（2．45％〜2．91％）

であ り、学生数 7 万 4589 人（6 万 8208 〜 8 万

0969 人）だ っ た。こ の うち半期 に及び 大学 を

連 続 欠 席 し て い る 者 は 0．84 ％ （O．71 ％ 〜

0．97％）で あっ た（区間推定は い ずれ も 95％信

頼水準）。

表 1 大学 生 の 不登校者数詳細

度数 点推定値

6 ヶ 月以上

　（連続）

　　 161　 　 2万 3501人

（　 0．84％ ）

区間推定数

1万 9886人 〜 2万 7116人

（　　　O．71％〜 097％　　　　　）

度数 点推定値

3 ヶ 月 以上

　（連続）

　　 259 　　 3万 7805 人

（　 1．36％　） M

区間推定数

3万 3232人 〜 4万 2378 人

（　　　　1．19％　〜 　1．52％　　　　　）

度数 点推定値
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欠席が ち

（必要単位半
分 以 下）

　　 511　 　 7万 4589人

（　 2，68％　）

区間推定数

6万 8208人 〜 8万 0969人

（　　　 2．45％ 〜 2．91％　　　　　）
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